
 〜〜〜〜〜「お葬式」「お墓」よくある質問 Ｑ＆Ａ〜〜〜〜〜 
 Ｑ  ︓お葬式には、どのようなやり⽅がありますか︖ 

 Ａ  ︓お葬式は、⼤きく分けて3通りのやり⽅があります。 
   「⽕葬式」「1⽇葬」「⼀般葬」の3通りです。 
   また、家族だけで執り⾏うお葬式を「家族葬」と呼んだりもします。 
    

 まず「⽕葬式」ですが、お通夜・告別式は⾏わず、ご家族や親しい⽅のみで最低限の 
 お別れを⾏うシンプルなお葬式です。費⽤もあまりかからないのが特徴です。病院か 
 ら直接斎場にお連れして⽕葬することもあることから「直葬」と呼んだりもします。 

 次に「１⽇葬」ですが、⼤々的なお通夜は⾏わず、葬儀・告別式を1⽇で⾏うお葬式で 
 す。ご家族、ご親戚、ご友⼈、会社関係者、ご縁のあった多くの⽅々と最後のお別れ 
 ができます。もちろんご家族や親しい⽅のみのお別れでも⼤丈夫です。 

 最後に「⼀般葬」ですが、お通夜、葬儀・告別式を2⽇間かけて⾏うお葬式です。ご家 
 族、ご親戚、ご友⼈、会社関係者、ご縁のあった多くの⽅々と最後のお別れができま 
 す。仕事の都合などでお通夜に参列される⽅も⼤勢いらっしゃいます。 

 Ｑ  ︓「菩提寺」がないのですが、どうしたらよろしいでしょうか︖ 

 Ａ  ︓「菩提寺」とは、先祖代々のお墓があるお寺のことをいいます。お葬式や法事をお願 
 いする寺院でもあります。この菩提寺がない場合、良⼼的な宗教者（ご住職、神主） 
 を紹介することも可能です。また、最近では宗教者を頼まない、無宗教の「お別れの 
 会」という形でのお葬式も増えています。 

 Ｑ  ︓「継承者」がいないお墓はどうしたらよろしいのですか︖ 

 Ａ  ︓お墓を継ぐ継承者がいないという場合、もしくは遠⽅にあるお墓を近くに移したいと 
 いう場合には、遺⾻を移すだけでなく、現在の墓⽯を処分したり墓地を更地の状態に 
 したうえで寺院や霊園に返さなければなりません。 

    
 このお墓の処分のことを総称して「墓じまい」と呼んでいます。 

   墓⽯を処分したり更地の状態に戻すのには費⽤も掛かります。墓地の⼤きさなどにも 
 よりますが⼤体30万円〜50万円程度だと考えられます。 

   従って、その費⽤をだれが持つのかということも含めて親族でよく話し合っておくこ 
 とが必要です。 

   上⼿な「墓じまい」をするための3つのポイントをお話します。 

   1つ⽬のポイントですが、「先祖代々のご遺⾻をどうするのか︖」ということです。 
   寺院で永代供養していただくのか、新たに建てる墓地に⼀緒に納めるのか︖先祖代々 

 のご遺⾻の⾏き先を考えなければなりません。 

   裏⾯へ続く 
 2つ⽬のポイントですが、「あなたの納⾻はどうするのか︖」ということです。 
 あなた以降に継承者がいないということであれば、納⾻堂や合祀墓（合同墓） 
 もしくは⾃然葬といった供養⽅法が現実的でしょう。 



   3つ⽬のポイントですが「墓地の管理者、特に菩提寺に理解をしてもらう」というこ 
 とです。 

   菩提寺の寺院墓地の場合は、お檀家を離れるということにも繋がりますので、現在の 
 あなたの状況を丁寧に説明して菩提寺に理解してもらわなければいけません。 

   円満な「墓じまい」をするためには、できるだけ早くから「将来はこうなります」と 
 いうことを菩提寺に伝えて相談する、ということが重要なのです。 

 Ｑ  ︓「散⾻」しても⼤丈夫なのですか︖ 

 Ａ  ︓「散⾻」にもいろいろございます。海洋散⾻などは最近知名度も⾼まってきていま 
 す。 

   また、⼭への散⾻、寺院や霊園などにある合祀墓への散⾻。 
   菩提寺をお持ちでない⽅は、このような散⾻を希望される⽅も増えてきています。 

   もしかしたら、海への散⾻・⼭への散⾻に法律的な問題があるのでは︖と不安に感じ 
 ていらっしゃるのではないでしょうか︖ 

   結論から申しますと、海への散⾻・⼭への散⾻は問題なくできます。ただし節度を 
 持った範囲内でということで、業界内で決められています。その節度、業者によって 
 様々ですが⽣活圏に密接していないところでの散⾻が常識であり⼀般的です。 

   散⾻前の準備としてご遺⾻は2ミリ以下の⼤きさになるよう粉⾻しておきます。 

   最後に散⾻をされる場合の注意点もお話しておきたいと思います。 
   どういうことかと申しますと、 
   すべての遺⾻を海や⼭に散⾻してしまうと、残された家族の気持ちのよりどころがな 

 くなってしまうケースがございます。 

   ⼿を合わせたいときに、どこに向かって⼿を合わせればいいのかわからない。 

   というようなことも起こりますので、海や⼭に散⾻される場合には、全部の遺⾻を散 
 ⾻するのではなく、⼀部の遺⾻は⼿元に残す、という⽅法が良いと思います。 

    

 ご質問がある⽅はどうぞお気軽にご相談ください。 
 担当者が、丁寧に説明させていただきます。 
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